
文部科学省科学技術・学術政策局
基盤政策課

平成１９年１月

「次代を担う人材への理数教育の充実」
～理数に興味・関心の高い生徒・学生の個性・能力の伸長～



理数教育・科学技術理解増進政策の柱理数教育・科学技術理解増進政策の柱

Ⅰ 次代を担う人材への理数教育の充実

１．理数好きな子どもの裾野の拡大

２．理数に興味・関心の高い生徒・学生の個性・能力の伸長

Ⅱ 科学技術に関する理解と意識の醸成
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次代を担う人材への理数教育の充実次代を担う人材への理数教育の充実 １９年度新規・拡充施策１９年度新規・拡充施策

地域における学習機会の充実地域における学習機会の充実

満たす

基礎知識の定着。
～蜂の巣応援団～

向学心の喚起！

地域の科学舎推進事業

蜂の巣は、正六角形が互いを支えあう
ことで、効率的でありながら頑丈な構造

を実現しています。蜂の巣のように、必
要不可欠な施策を組み確実に実施して

いくことにより、理数が好き・得意な
子どもをしっかり育てます。

将来の研究者・技術者を目指す
学生に対し、広い視野の育成と、
研究推進能力や研究開発技能
の育成など、大学院での教育研
究活動につながる基本的・基礎
的な力をバランスよく育成しつつ、
学生の意欲・能力を向上させる取
組を支援

能力・能力・意欲の意欲のさらなるさらなる向上向上

みるみる伸びる 青少年向けの国際科学技術
コンテストを支援し、各地域
における青少年の知的好奇
心・探究心に応じた科学技術
学習機会を充実

（19年度重点拡充）
理数学生応援プロジェクト

理科の指導力に優れた小学校教理科の指導力に優れた小学校教
員の養成プログラムの開発・実員の養成プログラムの開発・実
践を支援践を支援

ティーチャーズ・

大学・研究機関等における観察・実験活大学・研究機関等における観察・実験活
動等に重点をおいた動等に重点をおいた中学校等理科中学校等理科教員教員
対象研修活動を支援対象研修活動を支援

教員の指導力向上教員の指導力向上

導く

研究者・技術者研究者・技術者やや大学院生等を活用し、大学院生等を活用し、
観察・実験等の体験活動を活性化し支え観察・実験等の体験活動を活性化し支え
る人材をる人材を小小学校に学校に配置配置

興味・関心・学習意欲の喚起興味・関心・学習意欲の喚起

魅了する

理科支援員等配置事業

理科が伸びる教材
（理科教材開発・活用支援）

20億円

0.5億円

８億円

0.5億円

２億円

2.5億円

蜂の巣
応援団

理科に興味・関心のある児童・
生徒が自主的に学ぶことができ
るような教材を製作・配布

国際科学技術コンテスト支援

サイエンスキャンプ
（理科教員指導力向上研修）

科学館・博物館等が児童・生徒，
保護者等を対象に行う地域にお
ける理科や科学技術に関する実
験教室等の取組や、地域住民
（主に高校生以上）を対象に先端
科学を分かりやすく解説する講座
の開設を支援

理科も安心先生育成
（専門職大学院等教育推進プログラム）
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次代を担う人材への理数教育の充実 今後の方向
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若手研究者支援若手研究者支援 等等

ティーチャーズ
サイエンス
キャンプ

（教員研修）

はH19新規施策

スーパー
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ハイスクール

目指せ
スペシャリスト

サイエンスチャンネル

未来館
科学博物館Ｉ Ｔ

ハード

理数学生応援
プロジェクト

理数に関心ある大人理数に関心ある大人 理数に関心ある大人理数に関心ある大人

研究者・技術者研究者・技術者

理科も安心先
生育成

（教員養成）

地域での学習機会の拡充

満たす満たす

興味・関心・学習意欲の喚起

魅了する魅了する

能力・意欲のさらなる向上
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理科支援員等配置事業

国際科学技術コンテスト
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スーパーサイエンスハイスクール 平成１９年度政府予算案 １，４２０百万円（平成１８年度予算額 １，４２０百万円）

先進的な理数教育を実践することにより、将来の国際的な科学技術系人材の育成を推進する。

「第「第33期科学技術基本計画」の実現（「第期科学技術基本計画」の実現（「第33章１．人材の育成、確保、活躍の促進章１．人材の育成、確保、活躍の促進」より抜粋）」より抜粋）
○効果的な理数教育を通じて理科や数学に興味・関心の高い子どもの個性・能力を伸ばし（ていく必要がある）
○理数教育を重視する高等学校等に対する支援制度を拡充 ○高大接続の改善を進める

背
景

先進的な理数教育を実施するとともに、高大接続の在り方について大学との共同研究や、国際性を育むための取組を推進する。

また、創造性、独創性を高める指導方法、教材等の開発等の取組を実施する。（公募制）

概
要
概
要

目
的
目
的

連携
支援
協力

連携・協力

連
携
・
協
力

指導・助言

ＳＳＨ連携対象大学

研究機関 ・民間企業等

学校の指定（５年間）

指導・助言・評価

指導・助言・評価

・ＳＳＨの研究開発についての各種経費支
援（備品・消耗品、講師謝金、交通費等の
経費執行事務）
・ＳＳＨ事業の具体的な取組や評価の在り方
について検討・実施
・ＳＳＨ連携協議会/生徒研究発表会の開催
・ＳＳＨの成果の普及
（事例集、リーフレットの作成等）
・その他、ＳＳＨの活動への支援 等

科学技術振興機構（ＪＳＴ） スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）

ＳＳＨ運営への参画、長期の共同研究を行うこ
とを通し、高等学校段階の教育成果の評価の
知見を蓄積

高大接続の改善

ＳＳＨ企画評価会議

文 部 科 学 省
管 理 機 関

（教育委員会、学校法人、国立大学法人）

ＳＳＨ校活動への参加・支援、長期共同研究等を通し、

・高等学校及び大学における理数教育の改善/充実

・高校生の理数系能力の伸長

・ＳＳＨプログラムの評価や知見の蓄積に関する研究
等大学側もＳＳＨ事業に積極的に参画

・観察・実験等を通じた体験的学習、問題解決的な学習、
課題学習の推進
・理科、数学教育の重視
・大学、研究機関、民間企業等との連携方策の研究
・国際性を育てるために必要な語学力の強化（英語での理
数授業、講義、プレゼンテーション演習等）
・創造性、独創性を高める指導方法の研究等
・国際的な科学技術、理数系コンテストへの積極的な参加
等

約１００校程度で実施予定

ＳＳＨとの連携に関して支援・協力
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SSHによってどの能力や姿勢が身についたと思いますか
（複数回答可　上位８位まで）

52.3%

35.7%

30.3%

29.5%

28.1%

21.1%

20.6%

19.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

未知の事柄への興味（好奇心）

プレゼンテーションする力

真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心）

文章やレポートを作成する力

自分から取り組もうとする姿勢（自主性）

論理的に考える力

挑戦しようとする姿勢（やる気）

観察から気づく力

平成15年度ＳＳＨ指定22校
（３年生に対する調査： n=1154 ）

SSHで学んだ生徒は、「未知の事柄への興味（好奇心）」、「プレゼンテーションする力」、「真実を探って明らか
にしたい気持ち（探究心）」など、様々な力が身についている。

（出典）文部科学省科学技術・学術政策局及び（独）科学技術振興機構調べ

平成１５年度ＳＳＨ指定校 生徒対象意識調査結果
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平成１５年度ＳＳＨ指定校 大学合格状況＜ＡＯ入試＞

平成１５年度SSH指定校の平成１７年度第３学年の生徒数８２９７名。うちSSH対象生
徒は１３３６名（第３学年の全生徒数に占めるＳＳＨ生徒数の割合は１６％）。

1827454合計

0000不明

131144文系

1.9%

※ＳＳＨ生徒
の理系への
合格割合
（％）

526310理系

(指定前）
SSH外生徒SSH生徒

合格者合格者

17年度14年度

AO入試
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平成１５年度ＳＳＨ指定校 大学合格状況＜推薦入試＞

8391941033826合計

2130不明

62964693581文系

9.7%

※ＳＳＨ生徒
の理系への
合格割合
（％）

208129337245理系

(指定前）
SSH外生徒SSH生徒

合格者合格者

17年度14年度

推薦入試
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平成１５年度ＳＳＨ指定校 大学合格状況＜一般入試＞

2988234253302845合計

14516516不明

170375424571417文系

115.0%

※ＳＳＨ生徒
の理系への
合格割合
（％）

1271153728081412理系

(指定前）
SSH外生徒SSH生徒

合格者合格者

17年度14年度

一般入試
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【拡充のポイント】

１．参加者の裾野を拡大するための活動支援
（国内予選規模の拡大等）

２．代表選手やこれに続く層に対する指導訓練の強化
（合宿・通信教育の充実）

３．国を挙げての活動とするための各コンテストの総括機能整備
（運営や広報活動などの横断的実施体制の構築 ）

科
学
技
術
関
係
人
材
の
裾
野
拡
大
、
ト
ッ
プ
層
充
実

【現在】

各分野の人材育成に使命感を持つ学会等が運営団体を構成。学
会等の多くは資金的な基盤が脆弱。

＜支援内容＞
・国内選抜活動に係る経費
・国内での指導訓練に係る経費
・国際科学技術コンテスト参加者の旅費、宿泊費、活動経費

化学オリンピック：2010年に日本で国際大会開催

国際科学技術コンテスト支援＜拡充＞ 平成１９年度政府予算案 ２５０百万円（平成１８年度予算額 １５０百万円）

○科学技術コンテストの参加者数の拡大や国際科学技術コンテストへの選手の出場支援を行うことにより、高校生等の理数や科

学技術に対する興味・関心や目標意識、意欲・能力を高め、学習機会の充実を図り、科学技術をリードしうる人材を育成する。

○科学技術コンテスト運営団体（公募） （数学、化学、生物、物理、情報オリンピック等）
対
象
対
象

目
的
目
的

高
度
な
理
数
学
習
機
会
の
充
実

国
際
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
を
目
指
す
高
校

生
等
の
大
幅
増
加

９



１．国内大会一次試験参加者数

3/44/53/44/46/6
獲得数/出
場者数

13301銅メダル

01033銀メダル

20012金メダル

情報物理
生物
学

化学数学

２．18年度世界大会メダル獲得数

未実施未実施3241,2011,07116年度

591884431,19399817年度

情報物理生物学化学数学

（人）

（参考）平成17年度高等学校生徒数（全日制） 約350万人

（出典）文部科学省基盤政策課調べ

（注）国際大会の前年に国内大会が開催される。

国際科学技術コンテスト 参加・受賞状況
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